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　　　家庭婦人バレーボール協会



　

10
月
12
日
、
13
日
に
野
中
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
現
校
舎
で
開
催
さ

れ
る
最
後
の
野
中
祭
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

12
日
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
、
各
学
級
で
練
習
を
積
ん
で
き
た

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
の
は
「
黒
い
瞳
」
を

歌
っ
た
３
年
２
組
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
教
員
の
合
唱
や
、
ピ
ア

ノ
演
奏
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
展
示
の
一
般
公
開
が
行

わ
れ
、
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
の
方
々
も
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　

特
に
食
堂
は
大
盛
況
で
、
廊
下
ま

で
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

銅
賞

１
年
２
組
「
大
切
な
も
の
」

１
年
３
組

　

「let's search for tom
orrow

」

２
年
１
組
「COSM

OS

」

３
年
１
組
「
証
」

３
年
３
組
「
明
日
へ
の
扉
」

銀
賞

１
年
４
組
「M

y ow
n road

」

２
年
３
組
「
自
分
ら
し
く
」

３
年
４
組
「
栄
光
の
架
橋
」

金
賞

１
年
１
組
「
虹
を
渡
っ
て
」

２
年
２
組
「
旅
立
ち
の
時
」

３
年
２
組
「
黒
い
瞳
」

最
優
秀
賞

３
年
２
組
「
黒
い
瞳
」

指
揮
者
賞

１
年
４
組　

天
内　

颯

２
年
３
組　

松
田　

希
望

３
年
２
組　

田
中　

達
朗

ザ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

　

「
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
」

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
各
賞
2

町のニュース

～
時
を
刻
め
　
校
舎
と
の
思
い
出
と
共
に
～

野 
中 

祭



　

「
食
の
大
切
さ
」
に
つ
い

て
親
子
で
学
ぶ
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、
食
生
活
改
善
推

進
員
会
（
笹
森
会
長
）
が
主

催
す
る
「
お
や
こ
ク
ッ
キ
ン

グ
」
が
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
町
内

小
学
生
親
子
が
食
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

新
井
山
管
理
栄
養
士
の
朝

食
の
意
義
と
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
の
講
話
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
調
理
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
保
護
者

の
方
と
一
緒
に
ス
ー
プ
カ

レ
ー
、
こ
か
ぶ
の
サ
ラ
ダ
、

フ
ル
ー
ツ
ラ
ッ
シ
ー
を
作

り
、
食
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
し
た
。

親子クッキング

ずっぱどわっかど産業まつり

　

日
本
一
９
回
、
世
界
一
４

回
と
世
界
レ
ベ
ル
の
演
技
で

魅
了
す
る
一
輪
車
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
団
体
「
豊
田
児
童
セ

ン
タ
ー
一
輪
車
ク
ラ
ブ
」
が

10
月
４
日
に
野
辺
地
町
で
開

催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
演
技

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

全
11
演
目
の
世
界
レ
ベ
ル

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

に
訪
れ
た
約
２
５
０
名
の
観

客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
野
辺
地
高
校
ス

ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー
ス
２
年

生
、
３
年
生
に
よ
る
集
団
行

動
が
披
露
さ
れ
、
ぶ
つ
か
り

そ
う
で
ぶ
つ
か
ら
な
い
息
の

合
っ
た
集
団
行
動
に
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
挙

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
、
29
日
の
二
日

間
、
中
央
公
民
館
周
辺
で

「
ず
っ
ぱ
ど
わ
っ
か
ど
産
業

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

駐
車
場
に
は
出
店
と
特
設

ス
テ
ー
ジ
が
用
意
さ
れ
、
野

辺
地
町
漁
協
や
下
町
商
店
会

な
ど
の
町
内
か
ら
の
出
展

だ
け
で
な
く
、
七
戸
町
か

ら
「
カ
シ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
や

十
和
田
市
か
ら
「
十
和
田
バ

ラ
焼
き
」、
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
よ
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
体
験
な
ど
も

並
び
、
訪
れ
た
方
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
若
葉
小
学

校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏

を
皮
切
り
に
、
各
保
育
園
・

幼
稚
園
空
手
道
協
会
演
武
、

堀
ノ
内
孝
雄
シ
ョ
ー
な
ど
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
郷
土
の
味
を
楽
し

む
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
80
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
や
こ
か
ぶ
な
ど
、

特
産
品
を
使
っ
た
料
理
や
、

け
い
ら
ん
や
茶
粥
な
ど
の
郷

土
料
理
が
並
び
、
参
加
し
た

方
は
野
辺
地
町
伝
統
の
味
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
沖
揚
げ
音
頭
保
存
会
の

方
々
に
よ
る
沖
揚
げ
音
頭
や

野
辺
地
西
高
校
生
徒
に
よ
る

祇
園
ば
や
し
が
披
露
さ
れ
、

参
加
し
た
方
々
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
野
辺
地
観
光
協

会
杉
田
会
長
は
「
こ
う
い
っ

た
行
事
で
野
辺
地
の
食
文
化

を
広
げ
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

野辺地町で世界レベルの演技

郷土の味を楽しむ

調理する親子

大盛況の出店

季節外れの桜　国道279号沿い
　

当
町
の
と
あ
る
住
宅
地
で

１
本
の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が

季
節
外
れ
の
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
近
く
の
住
民
は
「
こ

の
時
期
に
咲
い
た
の
は
初
め

て
。
秋
な
の
に
な
ぜ
？
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
の
朝
に
、
近
く

に
住
む
方
が
発
見
し
ま
し

た
。
台
風
接
近
に
よ
る
大
雨

と
強
風
か
ら
一
夜
明
け
た
17

日
も
、
花
は
散
ら
ず
に
、
き

れ
い
な
ピ
ン
ク
色
の
花
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
時
期
に
桜
が
咲

い
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
と
て
も
珍
し
い
光
景
に

国
道
２
７
９
号
を
通
る
方
々

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。 きれいなピンク色の花をつけたオオヤマザクラ

豊田児童センター一輪車クラブによる演技

郷土の味を楽しむ参加者

町のニュース
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平
　
成
　

24
　
年
　
度
　
決
　
算

一 般 会 計 決 算

歳 入 歳 出 差 引 額　１億４０７万円　
一般会計の実質収支　７８７万円の黒字

※単位：万円

　一般会計歳入は62億7,487万円、歳出は61億7,080万円で、差引１億407万円とな
りました。このうち、平成25年度に事業を繰り越して実施するための財源9,620
万円を差引いた実質収支は、787万円の黒字になりました。
　歳出金額を前年度に比較すると、２億1,979万円の増加となりました。これは、
野辺地中学校改築事業費、公立野辺地病院への繰出金などが増加したためです。
　歳入では、前年度決算に比較して、３億1,195万円増加となりました。地方交
付税や繰越金などが減少しましが、野辺地中学校改築事業に対する国庫補助金や
町債が増加しました。それでもなお歳入が不足した分は、財政調整基金繰入金で
補てんしました。
　実質収支の黒字を保っておりますが、野辺地町の独自の施策に使える財源が少
ないこと、また基金の積立も少ないことから、国や県の施策の変更により財政状
況は大きく変動します。今後も一層の財政健全化に努めてまいりますので、ご理
解をお願いします。
【実質収支】
　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額です。

歳入

歳入
町税内訳

６２億７，４８７万円
６１億７，０８０万円

６２億７，４８７万円

歳出

町税
124,705

地方交付税
220,258

国庫支出金
69,786

その他
73,755

県支出金
69,605 

町債
69,378

入湯税
272軽自動車税

2,513

町民税
53,643

町たばこ税
12,745

固定資産税
55,532
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町民１人当たりでは･･･（平成25年４月１日現在の人口14,550人で計算）

平成24年度特別会計収支決算

※単位：万円

科目の説明

総 務 費 役場を運営するための経費

民 生 費 子どもや障害者福祉のための経費

衛 生 費 健康診断やゴミ収集などの経費

農林水産業費 農林水産業振興のための経費

商 工 費 商工業や観光の振興のための経費

土 木 費
道路や川の整備、除雪のための
経費

消 防 費 消防や救急、防災のための経費

教 育 費
学校教育や生涯学習等のための
経費

議 会 費 議会運営のための経費

公 債 費 町債の返済等の経費

≪納めた税金≫ ≪使われたお金≫

固定資産税 38,167 民 生 費 117,146 土 木 費 26,887 議 会 費 5,694

町 民 税 36,868 衛 生 費 82,214 公 債 費 26,456 労 働 費 387

町たばこ税 8,759 総 務 費 49,950 諸 支 出 金 5,060 計 424,110

軽自動車税 1,727 教 育 費 66,797 商 工 費 8,312

入 湯 税 187 消 防 費 28,152 農林水産業費 7,054

計 85,709 ※単位：円　　端数に関しては四捨五入しています。

国 民 健 康
保 険 事 業

後期高齢者
医 療 事 業

介護保険
事　　業

介 護 サ ー
ビ ス 事 業

下水道事業
水　道　事　業

収益的収支 資本的収支

歳 入 215,676
万円

27,606
万円

142,715
万円

935
万円

2,118
万円

26,602
万円

16,156
万円

歳 出 200,822
万円

27,300
万円

139,372
万円

837
万円

2,118
万円

24,955
万円

28,240
万円

差引残額 14,854
万円

306
万円

3,343
万円

98
万円

0
万円

不足分に関しては、過年度分損
益勘定留保資金等で補てんして
います。

※端数に関しては四捨五入しています。

６１億７，０８０万円歳出

総務費
72,677

民生費
170,448

衛生費
119,622

農林水産費
10,264

商工費
12,095

その他
7,925

議会費
8,285

土木費
39,120

消防費
40,961

教育費
97,189

公債費
38,494
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もしも緊急地震速報が発表されたら・・・
◆震度５弱以上の場合に鳴ります
　 　緊急地震速報は、当町の場合、上十三地域のどこかで震度５弱以上の地震が発生することが予想された場合

に、テレビ・ラジオ・町防災行政無線等を通じて報知音（テレビの場合は「ピロンポローン」という音）と音
声でお知らせするものです。
◆あわてず、まず身の安全を守りましょう
　 　緊急地震速報が鳴ってから強い揺れがくるまで数秒から数十秒しかありませんが、まわりの人にも声をかけ

ながら、あわてず、まず身の安全を守る行動をしましょう。
　家 の 中 で は　・頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難する
　　　　　　　　　　・あわてて外へ飛び出さない　　・無理に火を消そうとしない
　屋 外 で は　・ブロック塀の倒壊に注意　・看板や割れたガラスの落下に注意
　鉄道・バスでは　・つり革、手すりにしっかりつかまる
　エレベーターでは　・最寄りの階に停止させ、すぐに降りる
　自動車の運転中は　・ゆるやかに速度を落とす。急ブレーキは禁物
　　　　　　　　　　・ハザードランプを点灯し、まわりの車に注意を促す
◆自宅や職場で簡単な訓練をしてみましょう
　11月29日（金）午前10時15分に全国一斉に緊急地震速報の訓練放送が防災行政無
線から流れます。この機会に、地震から身を守るための行動（※例えば、丈夫な
机の下にもぐって頭を保護し、揺れが収まるまでじっとする、という約１分間の行
動）がとっさにとれるかどうか自宅や職場内で確認してみましょう。
 （担当：防災安全課）

祝
！
１
０
０
歳

�
四
戸
ふ
じ
ゑ
さ
ん

教育委員会の定例会を公開します。
希望する方は、開催日時１週間前までに申し込みください。

１．日　時　平成25年11月22日（金）　午前９：30
２．場　所　中央公民館　第１研修室
３．その他　�会議は、原則公開にて行いますが、議案等の内容に

よっては、非公開となります。
４．申込先　学校教育課　電話　64―2119

教育委員会定例会開催のお知らせ

　

10
月
１
日
か
ら
淺
利
能
之
氏
が
野

辺
地
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
と
な
り

ま
す
。

　

新
し
く
教
育
長
と
な
っ
た
淺
利
能

之
氏
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
26
年
12
月
２
日
生
ま
れ

　

野
辺
地
町
出
身
。
野
辺
地
小
、
野

辺
地
中
、
青
森
高
校
を
卒
業
後
、
八

戸
工
業
大
学
へ
進
学
。
修
了
後
、
教

員
と
し
て
青
森
県
立
弘
前
工
業
高
校

等
へ
勤
務
。
そ
の
後
、
県
教
育
庁
へ

勤
務
。
平
成
18
年
に
大
鰐
高
校
で
校

長
と
な
り
、
弘
前
工
業
高
校
高
校
長

で
平
成
24
年
に
定
年
退
職
し
て
い
ま

す
。

○
町
民
の
皆
様
へ
一
言

　

自
分
の
考
え
を
持
っ
た
「
か
し
こ

い
・
し
な
や
か
な
・
や
さ
し
い
・
た

く
ま
し
い
野
辺
地
っ
子
」
を
育
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
小
学
生　
奨
励
賞

１
年
生　

野　

田　

真　

永

２
年
生　

山　

田　

百　

華

　
　
　
　

天　

内　
　
　

琉

　
　
　
　

荒　

川　

友　

稀

３
年
生　

楢　

舘　
　
　

遥

　
　
　
　

中　

山　

は　

る

　
　
　
　

熊　

谷　

咲　

良

４
年
生　

新　

谷　

こ
こ
ろ

　
　
　
　

飯　

田　

千　

遥

　
　
　
　

皆　

川　

碧　

玲

５
年
生　

福　

地　

里　

久

　
　
　
　

横　

浜　

千　

愛

　
　
　
　

木　

村　

萌
々
華

６
年
生　

野　

田　

京　

良

　
　
　
　

木　

明　

菜
々
子

　
　
　
　

大　

山　

詩　

乃

○
中
学
生

１
年
生

　

金
賞　

天　

内　
　
　

颯

　

銀
賞　

飯　

田　

憧　

子

　

銅
賞　

横　

浜　

愛　

香

２
年
生

　

金
賞　

本　

間　

夏　

美

　

銀
賞　

杉　

山　

淑　

子

　

銅
賞　

五
十
嵐　

静　

波

３
年
生

　

金
賞　

原　

子　

友　

花

　

銀
賞　

細　

津　

真　

優

　

銅
賞　

駒　

井　

希　

帆

教
育
委
員
会
教
育
長
に

淺
利
能
之
氏
が
就
任

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

書
道
作
品
入
賞
者

新教育長　淺利能之氏

6

お知らせ



11月は納税完納強調月間です

　

平
成
25
年
12
月
か
ら
「
夢
・
希
望

の
架
け
橋
」
野
辺
地
中
学
校
新
校
舎

で
の
授
業
が
開
始
さ
れ
、
歴
史
あ
る

旧
校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で「
旧
校
舎
お
別
れ
見
学
会
」

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

●
野
辺
地
中
学
校

�

「
旧
校
舎
お
別
れ
見
学
会
」

○
日
時　
平
成
25
年
11
月
23
日（
土
）

 

～
24
日（
日
）の
２
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
午
前
９

時
か
ら
１
時
間
ご
と
に
旧
校
舎
内
を

ご
案
内
予
定
）

○�

見
学
場
所　
野
辺
地
中
学
校
旧
校

舎
内（
一
部
の
教
室
等
を
除
い
て
、

廊
下
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
す
。

清
流
館
は
工
事
の
関
係
に
よ
り
、

見
学
は
出
来
ま
せ
ん
。）

○
そ
の
他

①
受
付　

正
面
玄
関

②
駐
車
場

　

 

旧
校
舎
前
に
数
台
駐
車
可
能
（
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

○
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　
（
内
線
２
８
６
）

※
11
月
５
日
に
関
係
者
等
に
よ
り

「
清
流
館
お
別
れ
の
会
」を
開
催
い
た

し
ま
す
。（
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

等
に
よ
り
一
般
開
放
が
出
来
な
い
こ

と
を
ご
容
赦
願
い
ま
す
。）

中
学
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら

野
辺
地
中
学
校
旧
校
舎
と
お
別
れ
し
ま
せ
ん
か
？

野辺地中学校旧校舎 清流館

～税金などの納め忘れはありませんか～
　町民の皆様が納める税金などは、町財政を支える貴重な財源です。
　町では、税などの財源を確保して健全な財政運営を図るため、県と一丸となって税の収入
確保に取り組んでいるところであり、11月を「納税完納強調月間」と定め、納税期限を過ぎ
ている税などの納付についてのお願い（訪問）をいたします。
　町税（町県民税・固定資産税・軽自動車税）、国民健康保険税、介護保険料、保育料、後
期高齢者医療保険料、給食費、水道料などの納め忘れについて、再確認や計画的な納付のお
願いをいたします。
　皆様のご家庭においても、納め忘れがないかもう一度ご確認いただきますようお願いいた
します。

※納付が困難な場合は早めに、次の担当課へご相談ください。

お問合せ先
　　　　　　　 役場　　☎64－2111
　　　　　　　 町税・国民健康保険税・・税務課（内線243）
　　　　　　　 後期高齢者医療保険料・・町民課（内線238）
　　　　　　　 保育料・・・・・・・・・介護・福祉課（内線245）
　　　　　　　 水道料・・・・・・・・・水道課（内線270）

介護保険料・・・・・・・健康増進センター（☎64－1770）
　　　　　　　 給食費・・・・・・・・・給食センター（☎64－2886）

●
平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）
～
１

月
11
日（
土
）の
２
日
間
で
新
校
舎
の

一
般
開
放
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳

細
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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～
毎
月
20
日
は

　

整
骨
院
や
接
骨
院
な
ど
で
柔
道
整

復
師
の
施
術
を
受
け
る
と
き
は
、
次

の
よ
う
に
保
険
証
を
使
え
る
場
合
と

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
を
使
え
る
と
き

　

医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、
外
傷
性

の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
等

（
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含
む
。）
と

診
断
又
は
判
断
さ
れ
、
施
術
を
受
け

た
と
き

※
内
科
的
要
因
に
よ
る
と
き
は
使
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
骨
折
及
び
脱
臼
に

つ
い
て
は
、
応
急
手
当
を
す
る
場
合

を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
保
険
証
を
使
え
な
い
と
き

・
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要

因
か
ら
く
る
）肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や

症
状
の
改
善
の
見
ら
れ
な
い
長
期
の

施
術

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
負
傷
等
で
治
療
中
の

も
の

・
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中

や
通
勤
途
上
で
の
負
傷

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

改
善
の
た
め
の
施
術

○
施
術
を
受
け
る
時
の
注
意

・
負
傷
の
原
因
を
正
確
に
き
ち
ん
と

　

日
常
生
活
上
、
玄
関
前
の
除
雪
が

困
難
な
場
合
は
、
左
記
に
よ
り
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

　

12
月
上
旬
か
ら
３
月
中
旬

○
対
象
世
帯

　

町
民
税
が
非
課
税
の
概
ね
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
及
び
夫
婦
世
帯
。

（
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
）町
民
税
が
非

課
税
の
障
害
者
だ
け
の
世
帯
。

＊
対
象
世
帯
が
住
む
近
隣
地
区
に
協

力
者
が
い
な
い
方

※
申
込
み
受
付
後
審
査
し
、
利
用
の

可
否
を
通
知
し
ま
す
。

○
事
業
内
容

　

玄
関
か
ら
道
路（
通
り
）ま
で
の
除

雪
作
業
。（
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
窓
・

　

○
青
森
・
ソ
ウ
ル
線
は
平
成
25
年

10
月
27
日（
日
）か
ら
、
水
・
金
・
日

の
週
３
便
運
航
。
週
末
を
利
用
し
た

　

玄
関
か
ら
道
路（
通
り
）ま
で
の
除

雪
が
困
難
な
高
齢
な
一
人
暮
ら
し
及

び
夫
婦
世
帯
等
並
び
に
障
害
者
の
除

雪
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
作
業
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　
20
名
程
度

○
応
募
資
格

　

健
康
で
、
野
辺
地
町
在
住
の
方
。

○
雇
用
期
間

　

12
月
上
旬
か
ら
３
月
中
旬

○
賃　
金

　

時
給
１
，
３
５
０
円

 
（
交
通
費
含
む
）

○
締
め
切
り

　

11
月
26
日（
火
）ま
で

○
申
込
み
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

　

☎
64

－

１
７
７
０

○
青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

す
。
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
時
間
額　
６
６
５
円
（
平
成
25
年

10
月
24
日
か
ら
）

○
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森
県
内

で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
、
労
働
者

を
一
人
で
も
使
用
し
て
い
る
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
製
造
業
と
小
売

業
の
一
部
に
は
、
特
定（
産
業
別
）最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://aom
ori-roudoukyoku.

jsite.m
hlw

.go.jp/

○
問
合
せ
先

　

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４

軒
下
の
除
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。）

○
利
用
料
金

　

30
分
以
内
１
５
０
円
、
30
分
増
す

毎
に
１
５
０
円
加
算
。

○
申
込
み
先

　

介
護
・
福
祉
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
65

－

１
７
７
７

○
申
込
み
期
間

　

11
月
１
日（
金
）～
11
月
29
日（
金
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

高
齢
者
・
障
害
者
の
除

雪
に
関
す
る
お
知
ら
せ

除
雪
作
業
員
募
集

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

『
野
辺
地
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
』を
開
催
し
ま
す

青
森
・
ソ
ウ
ル
線
で

韓
国
へ
ひ
と
っ
飛
び
！

伝
え
ま
し
ょ
う

・
療
養
費
支
給
申
請
書
の
受
取
代
理

人
欄（
住
所
、
氏
名
、
委
任
年
月
日
）

に
は
、
原
則
と
し
て
患
者
の
自
筆
に

よ
る
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
領
収
書
を
受
け
取
り
、
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先

　

野
辺
地
町
役
場
・
町
民
課

　

☎
64

－

２
１
１
１

　

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
７

－

７
２
１

－

３
８
２
１

○
日　
時

　

11
月
12
日（
火
）

　

午
後
6
時
～
午
後
8
時

○
場　
所　
中
央
公
民
館

○
テ
ー
マ　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
［
第
一
部
］　

基
調
講
演
「
地
域
課

題
を
逆
手
に
取
っ
た
地
域
の
活
性
化

～
津
軽
鉄
道
の
事
例
を
中
心
に
～
」

〈
講
師
〉
三
上　

亨
氏
（
青
森
公
立
大

学
講
師
）

　
［
第
二
部
］　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

三
上　

亨
氏

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

相
馬　

康
穫
氏
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お

お
わ
に
事
業
協
同
組
合
副
理
事
長
）

野
坂　

幸
子
氏
（
の
へ
じ
の
昔
っ
こ

を
楽
し
む
会
代
表
）

市
ノ
渡
祥
廣
氏
（
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
へ
じ
副
代
表
）

○
参
加
費　
無
料

○
お
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
戦
略
課

　

☎
64

－

２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

旅
行
に
も
便
利
。

○
世
界
と
つ
な
が
る
仁
川
空
港
は
、

乗
換
も
ラ
ク
ラ
ク
。
バ
ン
コ
ク
、
ハ

ノ
イ
、
香
港
、
北
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ホ
ノ
ル
ル
、
グ
ア
ム
な
ど
、
世

界
の
各
都
市
へ
。

○
青
森
・
ソ
ウ
ル
便
を
利
用
す
る

と
、
駐
車
料
金
が
最
大
１
，
０
０
０

円
。
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
青
森
空

港
駐
車
料
金
減
免
の
社
会
実
験
を
実

施
中
。

○
お
問
い
合
せ

　

青
森
県
企
画
政
策
部
交
通
政
策
課

航
空
グ
ル
ー
プ
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こ
の
教
室
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
い
て
、
講
義
や
調
理
実
習
を
と

お
し
て
楽
し
く
学
ぶ
教
室
で
す
。
生

活
習
慣
病
予
防
に
関
心
が
あ
る
か

た
、
よ
り
健
康
に
な
り
た
い
か
た
、

家
族
の
た
め
に
学
び
た
い
か
た
な

ど
、お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対　
象

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
。

○
時
間
・
場
所　
10
時
～
14
時

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

○
申
込
み

　

電
話
も
し
く
は
来
所
で
、
下
記
担

当
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
締
切
り

　

11
月
22
日
ま
で
で
す
が
、
定
員
20

名
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。

○
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン　

三
角
巾

　
　
　
　
　

健
康
手
帳　

筆
記
用
具

○
内　
容

　

減
る
脂
～
ク
ッ
キ
ン
グ
の
ク
リ
ス

マ
ス
料
理

○
平
成
25
年
12
月
３
日（
火
）

○
ミ
ニ
講
義

　

ご
ち
そ
う
が
続
く
と
き
の
減
る
～

脂
な
過
ご
し
方

○
調
理
実
習

　

お
い
し
く
カ
ロ
リ
ー
ダ
ウ
ン
す
る

コ
ツ
に
つ
い
て

○
そ
の
他　
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
子
ど
も
が
、

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
各
種
学
校

に
入
学
を
希
望
す
る
場
合
、
母
子
家

庭
等
を
対
象
に
修
学
資
金
等
の
予
約

貸
付
を
行
い
ま
す
。
各
貸
付
資
金
の

貸
付
利
子
は
無
利
子
で
す
。

　

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
の
入
学
者

に
対
す
る
貸
付
は
就
学
支
度
資
金
の

み
と
な
り
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

予
約
貸
付
の
申
請
を
さ
れ
る
方

は
、
役
場
介
護
・
福
祉
課
（
64

－

２
１
１
１
内
線
２
４
５
）
に
書
類
を

備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
等
、
他

の
貸
付
制
度
と
の
併
用
貸
付
は
出
来

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
青
森
県
育
英
会

の
奨
学
金
等
、
例
外
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
予
約
貸
付
受
付
期
間
】

　

平
成
25
年
10
月
21
日（
月
）
～

 

平
成
25
年
12
月
11
日（
水
）

○
申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
づ
く
り
課
（
野
辺
地
町
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
64

－

１
７
７
０

　

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で

す
か
？
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
く
）は
、労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ

減
る
脂
～
ク
ッ
キ
ン
グ
の

ご
案
内

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
御
協
力
を

平
成
26
年
度　
母
子
寡
婦
福

祉
資
金
の
予
約
貸
付
を
受
付

創
業
補
助
金
の
第
３
回

募
集
に
つ
い
て

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す
。

　

平
成
25
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
視
庁

が
指
定
し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被

疑
者
を
始
め
と
し
て
、
約
８
３
０
人

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強

盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、

傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
等
の
事

件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て
お

り
、
再
び
犯
行
を
行
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被

疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い

■
概　
要

創
業
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
や

雇
用
の
創
出
を
図
り
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
補
助
金
で
す
。（
補
助
率
２
／
３
、

上
限
あ
り
）

■
対
象
者

　

起
業
・
創
業
や
第
二
創
業
を
行
う

個
人
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

■
募
集
期
間

　

平
成
25
年
９
月
19
日
（
木
）
～
12

月
24
日（
火
）

■
応
募
方
法

　

募
集
要
項
を
ご
確
認
の
上
、
必
要

書
類
を
問
い
合
わ
せ
先
に
提
出
く
だ

さ
い
。（
募
集
要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

http://w
w

w
.21aom

ori.or.jp/

）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）21
あ
お
も
り
産
業
創
業
支

援
セ
ン
タ
ー　

総
合
支
援
室

　
　

☎　

０
１
７（
７
７
７
）４
０
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７（
７
２
１
）２
５
１
４

り
ま
す
。（
手
続
き
を
行
わ
な
い
場

合
、
職
権
に
よ
り
強
制
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
労
災
保
険

　

業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
に
よ
り

負
傷
等
を
し
た
場
合
、
必
要
な
保
険

給
付
を
行
い
ま
す
。

○
雇
用
保
険

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
、
生
活

安
定
及
び
再
就
職
促
進
の
た
め
、
必

要
な
失
業
給
付
を
行
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

野
辺
地
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
へ
じ
）

　

☎
64

－

８
６
０
９

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
の
御
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で

す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、

ど
ん
な
わ
ず
か
な
事
で
も
結
構
で
す

の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

けいちょう

傾聴サロン
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。

傾聴研修会修了生がお話をお伺いします。秘密は厳守します。

11月15日(金)　11月27日(水)　12月11日(水)　12月25日(水)

時間　毎回13：00～15：00　＊申し込み不要　時間内にいつでもどうぞ

場所　健康増進センター

問合せ先　健康づくり課（健康増進センター内）
　　　　　電話64－1770
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お知らせ

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
11
・
18
・
25
日

（
月
）午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

◆
お
は
な
し
工
房
／
９
日（
土
）午
後

２
時
15
分
～
３
時
15
分
「
読
み
聞

か
せ
と
工
作
会
」

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
14
日
（
木
）

午
前
10
時
～　

定
例
会

◆
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
（
３
才
未

満
児
向
け
）
／
15
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
11
時

◆
ド
キ
ド
キ
お
は
な
し
会
／
16
日

（
土
）
午
後
２
時　

パ
ネ
ル
シ
ア

図
書
館
行
事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

だから荒野 桐　野　夏　生
天使の柩 村　山　由　佳
流星ひとつ 沢　木　耕太郎
日本の色辞典 吉　岡　幸　雄
花押読み解き事典 清　水　研　石
ダイバージェント 異端者 ベロニカ・ロス
Ｓの継承 堂　場　瞬　一
燃える闘魂 稲　盛　和　夫

本の展示
「漫画や本で楽しむ図書館のすべて」展　11/ １日（金）～30日（土）
今、漫画「図書館の主」や「夜明けの図書館」など、図書館をテーマに
した本が話題です。今月の９日までは読書週間。本で図書館や本の
魅力を堪能してみませんか！

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
後
期
）

参
加
者
募
集

『
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
』

を
開
催
し
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
『
サ
ン
・
ビ

レ
ッ
ジ
の
へ
じ
』
で
、
次
の
と
お
り

幼
児
、
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
後
期
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
の
で
、
参
加
料
（
入
館
料
含
む
）

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

11
月
12
日
（
火
）
～

 

11
月
22
日
（
金
）
ま
で

○
講　
師

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ　

ウ
イ
ン

グ
青
森

○
申
込
み
・
問
合
先

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

　

☎
64

－

９
７
７
７

　

一
度
は
跳
ん
で
み
た
い
！
跳
ん
だ

ら
楽
し
か
っ
た
！
や
み
つ
き
に
な
り

～
今
年
も
歩
き
ま
す
　
仙
台
ま
で
～

　

健
康
増
進
、
運
動
不
足
解
消
の
た

め
に
プ
ー
ル
の
中
を
歩
き
ま
せ
ん

か
。
配
布
さ
れ
る
参
加
者
カ
ー
ド
を

提
示
す
れ
ば
入
館
料
が
２
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

○
期　
間

　

12
月
11
日（
水
）～
３
月
16
日（
日
）

ま
で
の
都
合
の
よ
い
時
間
（
出
発
式

12
月
11
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

○
場　
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

児
童
館
行
事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆
干
支
（
う
ま
）
の
レ
リ
ー
フ
作
り

　

12
日
（
火
）　

午
後
４
時
～

◆
料
理
教
室

　

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

タ
ー
な
ど
を「
虹
色
の
会
」が
行
い

ま
す
。（
※
９
日
か
ら
変
更
に
な

り
ま
し
た
。）

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

／
16
日（
土
）午
後
３
時
30
分
～　

定
例
会

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
20
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）

◆
絵
本
を
楽
し
む
会
／
22
日（
金
）午

前
10
時
30
分
～

◆
絵
本
タ
イ
ム
／
30
日（
土
）午
後
２

時
15
分

○
対　
象　
20
歳
以
上
の
町
民
先
着

２
０
０
人

○
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

　

☎
64

－

９
７
７
７

○
締　
切　
11
月
29
日
（
金
）

コース 募集
人員 対　象 開催日 時　間 参加料

幼児 30人 満３歳から
就学前　　 12/5、12、19、

26、1/9、16の
毎回木曜日　　

（全６回）

15：30　
～16：30 1,000円

児童
生徒 40人 小・中学生

初・中級者
17：00　
～18：00

1,600円
（入館料
含む）　

そ
う
！

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
連
続
し
た
全
身

運
動
は
、
健
康
維
持
を
目
的
と
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
ま
た
空
中
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
手
段
と
し

て
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
一
緒
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

を
跳
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。

○
日　
時　
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

 

（
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
）

○
場　
所　
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

○
対　
象　
町
在
住
の
方
先
着
40
人

○
参
加
料　
１
０
０
円

○
申
込
先　
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

課
（
内
線
２
２
２
）

○
締　
切　
11
月
13
日
（
水
）

　

申
込
締
切
：
13
日
（
水
）

　

参
加
費
：
１
５
０
円

◆
避
難
訓
練

　

20
日
（
水
）
午
後
４
時
30
分
～

平成25年９月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成25年 平成24年
前年比

９月中 累計 累計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

野 辺 地 町 3 0 4 26 0 31 33 2 37 （－）　7 （－）2 （－）　6

横 浜 町 0 0 0 10 1 11 20 1 24 （－）10 （＋）0 （－）13

六 ヶ 所 村 1 0 1 16 0 21 17 0 27 （－）　1 （＋）0 （－）　6

合　計 4 0 5 52 1 63 70 3 88 （－）18 （－）2 （－）25

10



お知らせ
○
日　
時　
11
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　

12
時
20
分
～
15
時
30
分

○
会　
場　
野
辺
地
町
中
央
公
民
館

〇
団
体
発
表

　

若
葉
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

部
、
ス
タ
ジ
オ
ク
ラ
ウ
ド
、
き
ら
り

バ
レ
エ
、
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
青
森
、

野
辺
地
吹
奏
楽
団

〇
社
交
ダ
ン
ス
披
露
＆
ト
ー
ク

　

ゲ
ス
ト　

二
ッ
森
司
氏
（
当
町
出

身
）・
み
ど
り
氏

　
（
経
歴
）全
日
本
10
ダ
ン
ス
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
10
ダ
ン

ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
他
多
数
入
賞
。
現

在
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ダ
ン
ス
番
組
で
好
評

を
得
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
マ
な
ど
の

振
り
付
け
監
修
等
で
も
活
躍
中
。

○
入
場
料　
無
料

○
問
合
せ

　

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
64

－

２
１
１
１（
内
線
２
８
５
）

２
０
１
３
野
辺
地
町
子
ど
も

音
楽
・
芸
術
祭

農
業
用
の
免
税
軽
油
の
免
税
証

交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

昭
和
初
期
の
景
観
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か

海
上
保
安
庁
船
舶
職
員
無
線
従

事
者
及
び
航
空
機
職
員
募
集

○
申
請
受
付
に
つ
い
て

・
受
付
日

　

平
成
25
年
11
月
21
日
（
木
）

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

・
受
付
場
所

　

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎

○
受
付
期
間

　

平
成
25
年
10
月
21
日
（
月
）
～

 

11
月
８
日
（
金
）

○
採
用
予
定
数

　

航
海　
　
　
　

約
15
名

　

機
関　
　
　
　

約
10
名

　

通
信
・
技
術　

約
15
名

　

飛
行　
　
　
　

約
10
名

　

整
備　
　
　
　

約
10
名

○
試
験
日

　

第
一
次
試
験

　

11
月
24
日
（
教
養
試
験
）

　

第
二
次
試
験

　

12
月
16
日 

（
人
物
試
験
・
身
体
検

査
等
）

　

実
技
試
験

　

１
月
８
日
～
10
日
（
飛
行
の
み
）

※
第
一
次
審
査
の
際
、
人
物
試
験
の

　

販
売
店
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合

は
、
販
売
店
へ
申
請
書
類
を
提
出

し
、
受
付
日
に
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

日
を
過
ぎ
て
か
ら
申
請
さ
れ
ま
す

と
、
免
税
証
の
交
付
が
農
作
業
開
始

に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
組
合
ま
た
は
共
同
で
申
請
す
る
方

は
、
申
請
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
合
せ
先

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
課

　

☎
０
１
７
６

－

22

－

８
１
１
１

参
考
と
す
る
た
め
、
性
格
検
査
を
行

い
ま
す
。

○
合
格
発
表

　

第
一
次
試
験　

12
月
６
日

　

最
終
合
格　
　

１
月
24
日

○
採
用
予
定
日

　

平
成
26
年
７
月
１
日

○
受
験
資
格

①
航
海
及
び
機
関

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
受
験
時
に
お
い
て
有
効

な
次
の
免
許
を
有
す
る
者

航
海
・
・
五
級
海
技
士（
航
海
）以
上

機
関
・
・
五
級
海
技
士（
機
関
）以
上

（
内
燃
機
関
の
限
定
を
含
む
）

②
通
信
・
技
術

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
高
等
学
校
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
学
歴
を
有
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

・
第
一
級
又
は
第
二
級
総
合
無
線
通

信
士
の
免
許
を
有
す
る
者

・
第
一
級
又
は
第
二
級
総
合
無
線
通

信
士
の
免
許
を
有
し
、
か
つ
、
第
一

級
又
は
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士
の

免
許
を
有
す
る
者

③
飛
行
及
び
整
備

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
高
等
学
校
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
学
歴
を
有
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

飛
行
・
・
国
土
交
通
大
臣
が
交
付
し

た
飛
行
機
又
は
回
転
翼
航
空
機
の
事

業
用
操
縦
士
の
資
格
以
上
の
技
能
証

明
を
有
し
、
か
つ
、
有
効
な
第
一
種

申請書類（○印のもの） 新規 更新 継続 書換
1 免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○
2 免税用軽油使用者証書換（再交付）申請用紙 ○
3 免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○
4 免税軽油所要数量計算書 ○ ○ ○ ○
5 耕作証明書 ○ ○ ○ ○
6 使用機械の譲渡証明書又は借用証明書 ○ ○
7 免税軽油の引き取り等に係る報告書の提出期限の特例指定申請書 ○ ○ ○ ○
8 誓約書 ○ ○
9 交付されている免税軽油使用者証 ○ ○ ○
10 県税関係証明等原簿（県収入印紙400円貼付） ○ ○ ○
11 返信用封筒（簡易書留切手380円貼付） ○ ○ ○ ○
12 未使用免税証（残券） ○ ○ ○

航
空
身
体
検
査
証
明
書
を
有
す
る
者

整
備
・
・
国
土
交
通
大
臣
が
交
付
し

た
飛
行
機
又
は
回
転
翼
航
空
機
の
二

等
航
空
整
備
士
（
旧
三
等
航
空
整
備

士
を
含
む
）
の
資
格
以
上
の
技
能
証

明
を
有
す
る
者

○
詳
細
・
問
合
せ
先

　

海
上
保
安
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/

　

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

人
事
課

　

☎
０
２
２

－

３
６
３

－

０
１
１
１

○
日　
時

　

平
成
25
年
11
月
９
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
出
発
（
厳
守
）

○
集
合
場
所　
中
央
公
民
館

○
参
加
費　
１
，
０
０
０
円
（
資
料

代
・
保
険
）
小
学
生
は
無
料

○
散
歩
コ
ー
ス

　

観
音
堂
→
獣
魂
碑
→
鳴
沢
・
川
向
湧

水
→
ト
ッ
ク
リ
横
町
→
旧
営
林
署
跡
→

野
辺
地
小
学
校
前
の
水
路
→
久
五
郎
堤

→
石
神
様
→
大
万
旅
館
→
行
在
所

　

行
在
所
で
昼
食
と
懇
談

　

午
後
１
時
30
分
解
散
予
定

○
申
込
み

　

野
辺
地
町
観
光
協
会

　

☎
64

－

２
１
１
１

※
昼
食
は
個
人
負
担
と
し
、
申
込
時

に
弁
当
の
注
文
を
受
け
ま
す
。

○
主
催　
文
化
財
を
守
る
会

○
講
演　
野
辺
地
町
観
光
協
会
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女
性
の
た
め
の
何
で
も
相
談
所

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

○
日　
時

　

平
成
25
年
11
月
18
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

○
場　
所

　

十
和
田
奥
入
瀬
合
同
庁
舎　

１
階

共
用
会
議
室（
十
和
田
市
役
所
東
隣
）

○
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

　

夫
婦
、
家
族
、
親
子
、
暴
力
、
セ

ク
ハ
ラ
等
女
性
に
関
す
る
問
題
や
近

隣
問
題
な
ど

○
名
簿
が
で
き
る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
町
村

の
選
挙
委
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名

簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名

簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で

作
成
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
の
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で

２
３
６
，
５
０
０
人
で
す
（
選
挙
人

名
簿
登
録
者
全
体
に
占
め
る
割
合

は
、
約
４
４
０
人
に
一
人
）。

○
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
11
月

中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の

通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り

し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月

こ
ろ
か
ら
平
成
27
年
２
月
頃
ま
で
の

間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
野
辺
地
町
原
子
力
立
地
給
付
金
減
額
支
援
助
成
金
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

≪ポールウォーキングの効果≫ 

＊期　間＊ 全て水曜日です。
日程 場所

11月6・13日 野辺地町総合運動公園（管理棟）

11月27日 中央公民館

12月4日 健康増進センター

12月11・25日 中央公民館

1月８日 健康増進センター

1月15日 中央公民館

1月22日 健康増進センター

＊時　間＊ 14：00～15：30
＊対　象＊ 40～74歳で野辺地町在住の方30名
＊参加料＊ 無料

運動できる服装とシューズをご準備ください。

現在医療受診している方は、当方規定の 

主治医の意見書を提出していただきます。 

※ノルディックポールのない方は町で用意します。

ポールウォーキング

（ノルディックウォーキング）とは

ポールウォーキングクラブに参加しませんか？

からだ全体の

90％の筋肉を

使う

●申し込み・お問い合わせ先●

健康づくり課（健康増進センター内）
野辺地町字前田5-2　電話（６４）１７７０

※野辺地町保健協力員協議会と共催で行います

上半身も

きたえられる

☆４点歩行になる⇒一般的なウォーキングの1.7倍の運動量‼
＊膝や腰など、身体への負担が少ない！
＊熟年世代にぴったり
＊運動不足の方や初心者でも十分効果的に行える
☆全身運動になる⇒体脂肪や内臓脂肪の燃焼に効果的です。
　ウエストの引き締めや肩こり解消が期待できます。

　北欧のフィンランドで始まった２本の

ポールを使ったウォーキングです。その

手軽さと全身運動効果の高いエクササイ

ズとして注目されはじめ、日本だけでな

く世界中で人気が高まっています。

 （一般社団法人全日本ノルディック・

ウォーク連盟ホームページより） 

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か

じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て

調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
調

査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
の
事

情
を
早
期
に
把
握
し
、
調
査
票
の
回

答
の
内
容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て

明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合

等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員

候
補
者
の
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
、
お
尋

ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方

は
、
返
送
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や

期
間
等
に
何
ら
か
の
制
限
を
設
け
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
実
際
の
事
件
の
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り
す

る
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た

だ
く
こ
と
も
、
又
は
裁
判
の
当
日

（
選
任
手
続
き
時
）に
辞
退
を
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

青
森
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
係

　

☎
０
１
７

－

７
２
２

－

５
４
７
１
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蛯
澤
市
三
郎
（
93
）
鳴　

沢

柴
崎　

勝
美
（
91
）
馬
門
２

洞
内　

義
一
（
80
）
下
袋
町

濵
野　

州
造
（
76
）
中
袋
町

新
山　

ち
ゑ
（
73
）
下
袋
町

松
山
キ
ク
イ
（
83
）
松
ノ
木
平

山　

圭
二
（
88
）
中
袋
町

菅
原　

靜
江
（
63
）
有　

戸

安
野　

忠
美
（
80
）
下
袋
町

髙
嶋
ゆ
き
ゑ
（
90
）
枇
杷
野

亀
田　

か
め
（
89
）
新　

町

　

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届

け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載

せ
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

（
９
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

●第２・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　11月18日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

11月７・11・14・18・21・

25・28日

齋
藤　
　

明め
い
ち
ゃ
ん （
幸
太
）
馬
門
１

江
戸　

彩あ
や
夏か
ち
ゃ
ん 

（
正
光
）
金
沢
町

熊
谷　

琉り
ゅ
う
き輝
く
ん 
（　
健　

）
金
沢
町

吉
田
瑠る

き

や
希
也
く
ん 

（
宏
司
）
浜　

町

髙
山　

桜お
う
す
け輔
く
ん 

（
大
輔
）
明　

前

薄
井　

鞍く
ら
人と

く
ん （
裕
介
）
枇
杷
野

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

�

～
元
気
で
長
寿
を
～　

　

今
年
の
敬
老
の
日
は
、
９
月
16
日

で
し
た
。
こ
の
日
を
前
後
し
て
各
町

内
に
お
い
て
「
長
寿
を
祝
う
会
」
が

開
催
さ
れ
、
私
も
御
案
内
い
た
だ
い

た
町
内
に
は
喜
ん
で
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、
誠
に
お
元

気
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
激
動

の
時
代
を
乗
り
越
え
ら
れ
、
自
ら
の

人
生
を
切
り
開
き
、
ふ
る
さ
と
野
辺

地
町
を
住
み
よ
い
立
派
な
町
に
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
の
多
大
な
御
尽
力

に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
は
世
界
一の
長
寿
国

と
な
り
、
野
辺
地
町
も
急
速
に
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
町
の
８

月
末
の
総
人
口
は
１
４
，
５
０
５
人

で
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
人
口
は
４
，
４
０
２
人
と
な
り
、

高
齢
化
率
は
30
．
３
％
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は

８
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
員
が
女
性

で
、
自
宅
で
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い

る
方
も
お
り
ま
す
。

　

野
辺
地
町
も
３
人
１
人
が
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
当
町

に
と
っ
て
、
皆
様
の
貴
重
な
経
験
と

豊
富
な
知
識
が
、
町
発
展
の
重
要
な

原
動
力
と
な
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
ま
だ
ま
だ
若
い
気
持
ち
で

元
気
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら
が

主
体
的
に
健
診
や
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
町

の
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
社
会
環
境
の
整
備

に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
政
運
営
に
貴
重
な
御
意
見
・
御

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２
０
２
０
年
東

京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
７
年
後
で
す
。
皆
様
と
共
に
、

元
気
で
健
康
に
暮
ら
し
て
、
一
緒
に

観
戦
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

 

野
辺
地
町
長　
中
谷
純
逸
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第１号
被保険者

第２号
被保険者

公

加入者は職業などによって３つのグループに分かれており、
それぞれ加入手続きや保険料の納付方法が違います。

的 年 金 の し く み と
国 民 年 金 に 加 入 す る 方

20歳
加入

加入者は３つのグループ
に分かれます

第３号
被保険者

20歳から60歳の方は必ず加入します
　公的年金には国民年金、厚生年金、共済年金があります。こ
のうち国民年金には日本に住む20歳から60歳になるまでの
すべての方が加入し、共通の基礎年金が支給されるようになっ
ています。
　また、会社などに勤めている方は、同時に厚生年金（会社員）
や共済年金（公務員など）にも加入することになり、年金を受
け取るときは基礎年金に上乗せされた年金が受けられます。

加
入
す
る
方

加
入
手
続

保 

険 

料

１階部分

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

２階部分厚生年金・共済組合

20歳以上60歳未満の方は全員が国民年金（基礎年金）に加入します

知っ得！Ｑ＆Ａ

Ｑ
Ａ

20歳以上60歳未満の全国民が加入する
年金。
年金制度のベースとなっている部分です。

勤務先を通じて加入する年金。
年金額も基礎年金に上乗せされます。

国民年金基金
希望により加入できます

学生、フリーター、自営業、
無職の方などで

20歳以上60歳未満の方

勤務先が手続きを行います。
厚生年金や共済組合等に加入すると同時に
国民年金にも加入することになります。

第２号被保険者の勤務先で手続きを
します。

市町村の国民年金窓口で手続きをし
ます。

厚生年金、共済組合の保険料から天
引きされますので、それとは別に国
民年金保険料を納める必要はありま
せん。

国民年金保険料は自分で納める必要
はありません。
第２号被保険者の加入している制度
全体が負担します。

自分で収めます
収入が少なく保険料の給付が困難なとき
は、学生の方には「学生納付特別制度」、
20歳代の方には「若年者納付猶予制度」、
自営業などの方には「保険料免除制度」が
あります。

年金手帳が送付されてきましたが、どんなときに必要になるのですか？
年金手帳は、年金に関する手続きやお問い合せ、年金を請求するときなど
に必要になります。

　加入する年金制度（国民年金、厚生年金、共済組合）が変わっても一生変わ
らず使用しますので、大切に保管しましょう。

厚生年金の加入者（会社員）・
共済組合の組合員（公務員）

厚生年金や共済組合の加入者に
扶養されている

20歳以上60歳未満の妻（夫）

詳しくは、下記
にお問い合わせ
ください。

青森年金事務所
☎017-734-7495

野辺地町役場　
町民課
☎64-2111
　（内線241）

無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談
国民年金に関する
こと

今回はお休みです
次回は

12月18日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）

（予約が必要です）
〒030-8554青森市中央１丁目22－８

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

12月３日（火）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 12月６日（金）
14：45 ～

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。11月26日（火）
まで総務課64－2111（内227）へ申し
込みください。予約必要（定員４名）

児童家庭相談
養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

行 政 相 談
行政に関する苦情・
要望等に関すること

11月19日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談
しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

10

月

分

の

納

付

期

限

は

12

月

２

日
（

月

）

で

す

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！
　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９
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一、私たちは、烏帽子岳のような誇り
高い文化と教育の町をつくります。

一、私たちは、野辺地川のような清い
心と美しい町をまもります。

一、私たちは、十符ヶ浦のような大き
い望みとゆたかな町をめざします。

一、私たちは、愛宕山のような温かい
福祉と健康な町をきずきます。

一、私たちは、人の和を大切にし活力
のみなぎる町づくりをすすめます。

　私
た
ち
の
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
先

人
よ
り
受
け
つ
い
だ
文
化
の
香
り
た
か
い

町
で
す
。

　私
た
ち
は
、
心
を
あ
わ
せ
て
「
真
実
と

友
愛
の
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

野
辺
地
町
町
民
憲
章

健康づくり課
（健康増進センター内）
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４ヶ月児

　　子ども健診

11月７日（木）
13：15開始

12月５日（木）
13：15開始

野辺地病院
小　児　科

（64－3211）

（11月７日）
平成25年７月生まれ

（12月５日）
平成25年８生まれ

身体計測
小児科医療診察

対象者には個別に通
知します。

６ヶ月児

　　子ども相談

11月20日（水）
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー

（64－1770）

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成25年５月生まれの乳児 育児相談　身体計測
離乳食指導　離乳食試食 母子健康手帳、バスタ

オルをお持ちください。
対象者への個別通知は
しておりません。毎月
の広報で確認のうえお
いでください。

10 ヶ月児

　　子ども健診

11月20日（水）
13：30開始 平成25年１月生まれの乳児 育児相談　身体計測

離乳食指導
歯科保健指導　歯科健診等１歳児

　　子ども健診

11月20日（水）
13：30開始 平成24年11月生まれの乳児

みんなの

　　子ども相談

11月20日（水）
14：30

０歳児から就学前まででこれ
までの子ども健診・相談の対
象月年齢以外の児（希望者）

育児相談　食事相談
身体計測　歯科健診等

前日までに健康増進
センターにお申し込
みください。

１歳６ヶ月児

　　子ども健診

11月12日（火）
12：50開始

平成24年４月～５月生まれの
幼児

育児相談　身体計測
小児科医診察　歯科健診等

対象者には個別に通
知します。

３歳児

　　子ども健診

12月10日（火）
12：40開始

平成22年５月～６月生まれの
幼児

育児相談　身体計測
生活栄養指導
小児科診察　歯科健診
尿検査　聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。

ことばの相談

火・木曜日
（祝祭日を除く）
8：30 ～ 17：00

就学前までのお子さん お子さんのことばに関する相談
（保健師が対応）

すくすくテレフォン 火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

妊婦、産後の方、育児中の母
親、家族の方など

妊婦・育児の電話相談
（保健師が対応）

思春期はればれ

電話相談

思春期の方、思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談（保健師が対応）

総合健康相談

火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。
事前にお申し込みく
ださい。

マ タ ニ テ ィ

サ ロ ン

11月８日（金）
13：30 ～ 15：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 妊婦とその家族 おしゃべり、情報交換

リフレッシュ 事前申込み不要

こども救急

電話相談

<毎　日>
午後７時～
翌午前８時まで

♯8000
または
017－722－1152

小児の保護者等

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応（看護師が相談に応じま
す。治療行為ではありません。）

青森県が実施主体で
す。

日本脳炎

定期予防接種
　　通　年 町 内 委 託

医 療 機 関
平成７年６月１日～
平成19年４月１日 生まれの方

予防接種法による定期接種
（休止による特例対象）

くわしくはお問い合
わせください。

■町の人口

25年９月30日現在 前月比 前年同月比

14,488 （－）� 17 （－）� 222

　男� 6,814

　女� 7,674

（－）� 9

（－）� 8

（－）� 96

（－）� 126

世帯数� 6,577 （＋）� 2 （－）� 26

じ～の

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

11
月
は
５
時

♥　献血日のお知らせ　11月８日（金）マックスバリュ野辺地店　14：00～16：00　♥
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虫歯ゼロよかったね♪
これからもピカピカの歯でい
ようね！！

母　恵美

虫歯ゼロやったね。
これからもピカピカの歯でい
てね。

母　友美

ありがとう、ブドウ味のはみ
がき粉。元気な歯で大きくな
ろう。

母　亜希子

彩、虫歯ゼロやったネ！
これからもはみがきがんばろ
うネ！！

母　美喜子

とりはら
み　く鳥原 美玖ちゃん

しばさき
つばさ

柴崎 　翼ちゃん 

あや  の杉山 彩乃ちゃん

すぎやま
かしわば

そう  ご
柏葉 総悟くん 

ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の

だ
よ
♪

歯
ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

３歳児健診で
虫歯ゼロの
子です

今
月
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

練習風景
毎週水曜　19時～　町立体育館

　

一
般
に「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
」

と
し
て
知
ら
れ
る
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
古
く
か
ら
野

辺
地
町
で
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

協
会
設
立
は
昭
和
52
年
で
、

町
内
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
の
選
抜
の
よ
う
な
形

で
設
立
し
、
大
き
な
大
会
へ
出

場
す
る
こ
と
が
目
的
と
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
３
年
の
「
明
日
を

拓
く
県
民
運
動
推
進
大
会
」
で

は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
運
動

の
部
」で
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。　

事
務
局
を
務
め
る
上
田
さ
ん

は
「
家
事
、
育
児
と
の
両
立
は

難
し
い
け
ど
、
み
ん
な
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
協

会
の
魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

練
習
中
は
明
る
い
雰
囲
気
の

中
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
。
体
を
動
か
し
た
い
と
い

う
女
性
の
方
、
未
経
験
者
大
歓

迎
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
町

立
体
育
館
へ
見
学
に
行
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

協会員のみなさん
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